
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
元年度

令和
２年度

計

円 円 円 円 円 円

0 3,710,000 3,710,000

交付金額 0 3,443,000 3,443,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

　無

　道路改良工事（安全施設工）　一式

　令和元年度～令和２年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　吉田長谷線の道路線形を修正しガードレールの位置を変更したことで、交通の円滑
化と安全性の向上に寄与し、また、地域住民に聞き取りを行ったところ「道路の通りが
きれいになり安心して通れるようになった」、「通行しやすくなった」等の意見も得られ、
事業の効果を確認することができた。
　地域住民への周知については、地元説明会時に特定防衛施設周辺整備調整交付
金事業（防衛省）である旨を説明するとともに、工事中の立看板に同様の記載をし周
知を図った。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：吉田長谷線）整備事業

　西都市長

　西都市大字三納字丸山外

　吉田長谷線は、集落間を繋ぐ生活道路として利用されているが、本区間は特に道
路線形の連続性が無く車両の走行に支障を来している。
　このため、本区間の道路線形を修正しガードレールの位置も変更することで、交通
の円滑化と安全性の向上を図ることを目標とする。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
２年度

計

円 円 円 円 円 円

48,630,770 48,630,770

交付金額 38,700,000 38,700,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　平田７号線の拡幅工事を実施したことで、交通の円滑化、住民の利便性等の向上
に寄与し、また、地域住民に聞き取りを行ったところ「歩道ができて子ども達が横に並
びながら通行できるようになった」、「子どもも多く、離合もしにくいところだったので通り
にくかったが、通行しやすくなった」、「周辺が狭い道ばかりなので通りやすく助かって
いる」等の意見も得られ、事業の効果を確認することができた。
　地域住民への周知については、工事中の立看板に特定防衛施設周辺整備調整交
付金事業（防衛省）である旨を記載し周知を図った。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：平田７号線）整備事業

　西都市長

　西都市聖陵町二丁目外

　平田７号線は、県道高鍋高岡線から中学校及び市役所に接続する道路であるが、
幅員が狭く車両通行に支障を来している。また、通学路でもあるため、児童の交通事
故が懸念される。
　このため、道路改良拡幅工事を実施することで、交通の円滑化、住民の利便性及び
安全性の向上を図ることを目標とする。

　無

　無

　道路改良拡幅工事　L=157.3ｍ

　令和２年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
２年度

計

円 円 円 円 円 円

29,099,471 29,099,471

交付金額 23,900,000 23,900,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　千田前北代線の拡幅工事を実施したことで車両の離合が容易になり、交通の円滑
化、住民の利便性等の向上に寄与し、また、地域住民に聞き取りを行ったところ「２車
線道路になり通行しやすくなった」、「ランニングや散歩の際に安心して通行出来る」、
「交差点内の離合がしやすくなった」等の意見も得られ、事業の効果を確認することが
できた。
　地域住民への周知については、工事中の立看板に特定防衛施設周辺整備調整交
付金（防衛省）である旨を記載し周知を図った。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：千田前北代線）整備事業

　西都市長

　西都市大字調殿字千田前

　千田前北代線は、県道高鍋高岡線と山角地区、調殿地区とを連絡する幹線的な道
路であるが、未改良で幅員が狭く車両の離合も困難であり通行に支障を来している。
　このため、道路改良拡幅工事を実施することで、交通の円滑化と住民の利便性の向
上を図ることを目標とする。

　無

　無

　道路改良拡幅工事　L=280.0ｍ

　令和２年度


